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教 育 だ よ り教 育 だ よ り
第   　   号210

令和７年（2025年）１月31日
練馬区教育委員会
練馬区豊玉北6-12-1
☎03-5984-5609

　区立小中学校では、令和３年２月から、児童・生徒がタブレッ
トパソコンの利用を開始し、様々な学習で活用しています。
　一方、学校以外においても、スマートフォンやゲーム端末など
からインターネットを介して社会とつながる機会が増えています。
SNSに個人情報を投稿してしまう、オンラインゲームで多額の課
金をしてしまうなど、使い方によっては保護者が予想しなかった
トラブルに巻き込まれてしまう可能性も懸念されています。
　このような事態を避けるためには、学校だけでなくご家庭にお
いても、子どもたちが情報機器の取扱いのルールやモラルなどを
含めた「情報を正しく活用していく力（情報リテラシー）」を身
に付けるようにすることが大切です。

　下記の二次元コードや区立小中学校のタブレットパソコンの
ブックマークからご利用いただけます。

　地域の方々のご協力のもと、令和６年度も区
立の全幼稚園・小中学校で学校地域連携事業を
実施しました。
　地域と学校の橋渡し役として、全校に配置し
ている学校支援コーディネーターには、学校の
ニーズに応じて、地域の方への協力依頼や計画、
準備のサポートなどを行っていただいています。

【問合せ】教育施策課 教育施策担当係〔電話03-5984-1290〕
小学校低学年向け 小学校高学年向け 中学生向け

情報リテラシーについてご家族で話してみませんか情報リテラシーについてご家族で話してみませんか

地域の力で学校の教育活動を充実させるために地域の力で学校の教育活動を充実させるために
区立幼稚園・小中学校で「学校・地域連携事業」を進めています

【問合せ】教育指導課 サポート人材推進係〔電話03-5984-1312〕
♦光が丘さくら幼稚園での保育体験の様子♦旭町南地区区民館では受付業務（写真：左）や事務作業（写真：右）を体験しました

【中学生の職場体験の様子】 職場体験実施に向け、学校支援コーディネーターが計画や準備をサポートしました。

学校
例）授業の補助、ゲストティーチャー、放課後学

習の支援、部活動指導補助、学校図書館運営
支援、花壇の整備 など

学校支援コーディネーター

地域住民、保護者、
企業、NPO、大学など

教育活動への協力

ニーズの把握 協力依頼

お子さんと一緒に考える機会を設ける
きっかけとして、「情報リテラシーチェックシート」

をぜひご活用ください。

情報リテラシーについて
ご家庭で確認してみましょう。

自分や他人の個人情報をSNS等
に不用意に書き込まないように
している。

SNS等に書き込む際は、他人を
傷つけたり、嫌な思いをさせた
りしないか注意している。

目と画面との距離を離し、良い
姿勢を保っている。
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　小学校就学に向けて、子どもの生活習慣を整えることや幼児期に子どもが主体的に
遊ぶことの意義について、５つのコンテンツをYouTubeで配信しています。
講　　師：鈴木みゆき（國學院大學　人間開発学部　教授）
配信期間：令和７年３月31日まで
対　　象：未就学児の保護者、幼児教育に携わる方など
視聴方法：YouTube「練馬区立小中学校・幼稚園公式チャンネル」もしくは下記二次元コードよりご視聴ください。

　地域の方々で構成され、「学校開放事業」
などを通じて子どもや地域のために開か
れた小学校づくりを目指して、活動を行っ
ています。

子どもを取り巻く教育・保育
の現状（約９分）

生活習慣を整えましょう
（約10分）

乳幼児期の子どもに必要と
されていること（約13分）

幼児期にふさわしい生活と
教育とは？（約11分）

生活習慣は脳の土台。
脳の高次機能を支えま
す！（約15分）

オンライン講演会

　中村小学校では、校庭開放事業に加
え、毎年学校応援団まつりを開催してい
ます。
　まつり当日は学童クラブ・児童館の協
力もあり、子どもたちは色々なブースで
楽しむことができました。缶バッジづく
りでは、世界に一つだけの自分がデザイ
ンした缶バッジにみんな大喜びでした。

　教育委員会では、さまざまな活動の場において一
生懸命努力している子どもたちを応援するため、児
童・生徒表彰を行っています。
　令和６年度は、スポーツ・文化芸術などで活躍
した、個人376名と団体３組の表彰者を決定しまし
た。表彰状は各学校で授与されます。
　対象となった児童・生徒の氏名などの詳細につい
ては、二次元コードを読み取るか、区ホームページ
から「練馬区児童・生徒表彰」で検索してください。

【ホームページアドレス】
https://www.city.nerima.tokyo.jp/
kosodatekyoiku/kyoiku/gakko/hyoesha.html

　令和６年12月12日、練馬文化センターにて保護者、学校医、学校歯科
医、学校薬剤師、区立学校の教職員などの参加により「練馬区学校保健
大会」を開催しました。この大会は、学校保健関係者が一堂に会し、学
校保健の課題について共通理解を広め、一層の協力を推進するために年
１回開催しています。
　当日は会場およびオンライン参加合わせて300名以上の方々に参加
いただきました。
　大会では、小学校保健体育部会が、主体的に運動に取り組む児童・生
徒の育成などについて研究発表を行いました。体育の授業の取組につい
て知ることができるよい機会となりました。
　特別講演には、成増厚生病院 なります子どものこころケアセンター長 
森野 百合子先生をお招きし、「心の問題を抱える子どもたち 地域の大
人として、援助者として、親としてどのように関わるか」をテーマにお話を
いただきました。心の不調を訴える子どもに対し、様々な立場からの関
わり方について講演していただきました。
　これからも、このような機会を通じて学校保健関係者の相互理解を深
め、連携を図ることで、子どもたちの健全育成につなげていきます。

【問合せ】教育施策課 教育施策担当係〔電話 03-5984-1290〕

【問合せ】子育て支援課 学校応援団・開放係〔電話 03-5984-1057〕

【問合せ】教育総務課 庶務係〔電話 03-5984-5609〕 【問合せ】保健給食課 学校保健係〔電話 03-5984-5729〕

あと伸びする子どもを育てる幼児期の教育～子どもの生活習慣から考える～

学校応援団とは？
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令和６年度
練馬区教育委員会児童・生徒表彰

第43回練馬区学校保健大会を開催

No.35 中村小学校応援団
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